
212 天縄或問と江戸時代中期の天：丈學 天界241

らした大きな影響は，それ迄の宇宙観に新しV・宇宙観を注入した事である．そ

の一つの大きな現はれが，儒家の宇宙襯自然観に噂してである．始めにも引用

した申村湯齋の“天丈考要”中の一飾でも，此の事は明である．“架室の論多く

して理氣の説に達して居らない”と述べて居る如き，當時の儒者の思想を代表

してみると云ってよい。他の大きな反響は繹氏の宇宙世界観に封してであっ

た．之に關しては此庭に唯だ義了道入の“繹教天文和談紗”（丈化三年）の凡例

を引用して，この稿を絡るごとにする．

　「………然ルニ明季二及テ西洋ノ邪敏震且二三來シテヨiJ巳來，彼徒專ラ天丈テ以テ繹

　　氏チ排斥セリ。我が神州モ亦同ジ。游藝が天経或問渡來シテヨリ以降，天丈ヲ’以テ佛

　　敏テド悔スノレ養少カラズe所謂江源ノ慶安等是也，………」

　〔薩羅〕入江の薯はす“天経或問註解序圖”三巷は天経或問の序圖の註解であ

って，本経の註解は序圖註解の巻尾に“本経註解六巻追刻”とあるが，實は版

行されなかったやうである．西村遠里著“天業或問註解”凡例によれば

　　此書本経二巷之註解也，早耳保叔国警註解早尾誌本経六雀即刻故愚挨之十

　　有飴興而寛諸書翠煙三年然其書尚未醤予世上也，国辱即興保叔笹野之而不

　　與三男匠歎旧業有名無給鰍愚髄帆懇望之切而作本経二雀註解九巻回附録三

　　毬都十二巷焉

とある事よりも，入江の本纏註解の刊行は無かりし事確である．

　次に，西村遠里著“天維或問註解”は世上15巻と傳へられて居るが，實は上

記の通り総て12巻であり，その中，後の3春は入江氏“序圖解”3巻を加へた

もので，“天経或問序圖”の彼自身による註解はない，師ち，凡例によれば

　　此書序下之解図南久留米學官入江脩保叔著寛延庚雑誌過書巳成型場之而愚

　　解省焉………

　之に附録3巻廓ち

　　“万古圖繹”一巻，“采覧異”一巻，“古今天守家傳”一巷

を加へて，15巻である．（終）

　　　　　　　　　　　　質　疑　鷹　答

問ひ：望遠鏡で照し合はせて見るに足る様な星岡（ノルトンの如き）は，どんな

　ものがありますかア（Yz生）

讐へ：望遠鏡の三野と見比べるやうな星の圏と言へば，ストゥグルの丁丁（7等

　星まで）とか，バイエル・グラ1フの星斗（9等星まで）とか，ボン星表の圖

　（9等孚まで）とか，フランクリン・アダムスの爲撰星圖（15等星まで）とか以

　外にはありません．ストゥケルの圖は50圓ぐらゐ，フランクリン・アダムス圖

　は300圓ぐらゐです．ノルトンの星斗は6等星までですから，望遠鏡的では

　ありませぬ．（Y）


